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学院総則
本学院は、我が国の⺠族⾐装である「きもの」の正しい着装技術の研究と普及を図るとともに、

服飾⽂化の向上、発展に寄与することを⽬的とする。

第⼀条 本学院は現代着付科と時代⾐裳着付科の⼆学科とし、本学院規定の着想技術を習得しそれぞれの
指導資格を習得するものとする。
但し、時代⾐裳科への⼊学は技術審査の上許可する。
（１）助講師資格

現代着付科の研究科修了者
（２）講師資格

現代着付科の師範科修了者
（３）師範講師資格

時代⾐裳着付科の２級修了者
（４）１級師範講師資格

時代⾐裳着付科の１級修了者
第⼆条 （１）本学院の指導に基づき授業を⾏う。

（２）着装技術は、器具販売による指導は⾏わない。
（３）本学院規定に基づの指導科⽬に従い、本学院規定に基づき分校開設の資格を取得すること

ができる。
＜特典＞教材着物は学院に完備し、⼊会者は教材⼀切不要。
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カリキュラム｜現代着付科その1
本科（月3回、4か月、12教程）

一人で着物が着られる
• 初めてきものを着る⼈の⼼得
• きもののたたみ⽅
• 補正、肌襦袢、⻑襦袢のたたみ⽅
• きもの、ウール、浴⾐、紬、その他
• 帯結び、⼀重太⿎、⼆重太⿎、⾙の⼝、⼀⽂字、その他

専科（月3回、8か月、24教程）

人に着せてあげられる
• 体形について
• きものの着せ⽅
• きもの〜⼩紋、無地、附下げ、振袖〜
• 帯結び、⼀重太⿎、⼆重太⿎、⽂庫、ふくら雀、⽮⽴、その他
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カリキュラム｜現代着付科その2
研究科（月3回、6か月、18教程）

人に教えられる
•きものについて
•帯について
•きもの〜留袖、男性の着付、七五三
•帯結び〜後⾒結び、袴下結び、七五三、その他

師範科（月3回、6か月、18教程）

帯結び
•きものの着せ⽅
•帯結び各種
•紋様、⾊彩、その他の知識について
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カリキュラム｜時代衣裳着付科その1

本科（月3回、6か月、18教程）
•町娘…紐の使い⽅
•武家娘…衿合わせ、帯結び
•⼩袖着付…体形補正（⼩袖の歴史と時代劇に⾒る着付）

研究科（月3回、6か月、18教程）
•芸者…⾐紋の抜き⽅
•打掛姿…帯結び各種、歴史
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カリキュラム｜時代衣裳着付科その2

2級（月3回、6か月、18教程）
• 史実と歴史（遊⾥の世界、武家の世界、町⼈の世界
• 武⼠姿…男帯結び各種
• 裃着付け

1級（月3回、6か月、18教程）
• 応⽤

師範科（月3回、6か月、18教程）
・特殊着付

装束姿の着装は申し出により受け付ける
但し、本科より１年以上のものに限る
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授業料｜現代着付科・時代着付科
授業⽉3回（第1、3、4⽕曜⽇） 午前の部 10：00〜12：00 / 午後の部 13：00〜15：00

教程 ⼊学⾦ ⽉謝 受験料 修了証

本科
専科
研究科
２級
師範講師資格取得検定登録料
１級
１級師範講師資格検定料
師範科

18

24

18

18

-

18

-

-

10,000円

-

-

-

-

-

-

-

10,000円

10,000円

10,000円

10,000円

-

10,000円

-

10,000円

10,000円

10,000円

10,000円

30,000円

-

30,000円

-

-

5,000円

8,000円

10,000円

10,000円

100,000円

20,000円

100,000円

-

本学院修了者・籍のある⽅は必要に応じた授業を受講することができる。
スタイリストの⽅も受講可

時代着付科 1回 5,000円


